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1.概要 
本論文では呼気センサを使用し飲酒者の呼気中アルコー

ル濃度を随時計測, Android アプリケーションを通し幹

事が飲酒者の酩酊度を管理することで飲酒者に注意を促

すシステム「アルコールマネージャー」とそれに伴い作

成した Android アプリケーション『あるまね』について

述べる.  

2.背景・目的 
飲酒にはストレス解消, 食欲増進などのメリットがあ

る一方, デメリットとしては生活習慣病, 二日酔いなど

がある. 1 年に約 10000 人が急性アルコール中毒で病院

に搬送されている[1]. これらは,忘年会,サークルの飲み

会など,大人数での飲み会時に多くみられる.  

そこで,このような大人数での飲み会で幹事が飲酒者の

酩酊度を一括で管理することができる「アルコールマネ

ージャー」を作成した.  

3.関連研究 
酩酊度を推定する手法には様々なものがある. [2]では

アルコールセンサと加速度センサを用い, 呼気アルコー

ル濃度と平衡感覚から酩酊度推定を行った. 結果として, 

呼気アルコール濃度からは一定の精度で酩酊度推定を行

うことができたが, 平衡感覚からは実用的なデータを取

得することはできなかった. [3]では加速度センサと音セ

ンサを用い, 平衡感覚と声の大小変化から酩酊度推定を

行った. 被験者は一人であるが, 高い精度で酩酊度推定

を行うことができた. しかしこれらのような酩酊度推定

システムは, どれも飲酒者自身の使用が前提であり, 他

者に酩酊度を示すことは考慮されていない. そのため, 

酩酊度は飲酒者自身が意識的に確認・管理しなくてはな

らない.  

アルコールマネージャーは酩酊度を他者である幹事に示

し一括管理してもらうことで, 飲酒者自らは特に意識し

なくてもシステムを使用することができるという点が大

きく異なっている.  

4. 酩酊度の測定 

4.1酩酊度概要 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1:『あるまね』専用酩酊度段階表 

本研究では飲酒者の酔いを簡易に表すため,酩酊度表[4]

を用いている. これは血中アルコール濃度によって, 7

段階に分類された表であり, 今回は便宜上素面期を加え

計 8段階の酩酊度表を用いた.  
酩酊度測定方法としては, 呼気センサで呼気アルコール

濃度値を計測することで酩酊度を推定する手法を用いて

いる. 血中アルコール濃度は比例関係にある呼気中アル

コール濃度から求められる[5]. よって本研究では呼気中

アルコール濃度をもとに酩酊度段階を分類できる表を作

成した(図 1). 

4.2酩酊度測定用デバイス構成 

呼気情報取得方法に関して飲酒者が 1 杯飲み終わる毎に

呼気センサに息を吹きかける方法で事前実験を行なった. 

実験の結果, 計測を忘れてしまうことがあったため, 呼

気センサを口元に固定し随時息を計測する手法をとった.         

呼気センサは飲酒者の酩酊度を随時把握するためマイク

型呼気情報取得デバイスにした 

4.3 呼気情報取得デバイス 

 

 

 

 

 
図 2:呼気情報取得デバイス  図 3:呼気情報取得デバイス装着例   

呼気センサ[6](図 2.①)の制御に Arduino Nano(図 2.

② )を , Raspberry Pi と Arduino Nano 間の通信に

Bluetooth モジュール(図 2.③)を使用している. また呼

気情報取得デバイスを耳に固定しやすいように耳に装着

する部分をワイヤーで製作した. さらに, 全てのデバイ

ス(図 2)は一つのポーチ袋の中に入れ管理し, ネックス

トラップで首にぶら下げ利用する(図 3).   
4.4酩酊度注意喚起条件の策定 

4.4.1 呼気センサ値推移の実験 
注意喚起を行う酩酊度のしきい値を決定するために呼気

センサ値が飲酒者の行動によってどのように推移するの

か実験を行った. また, 実験を行った後, 呼気センサか

ら取得した呼気中アルコール濃度データと実験を録画し

た動画を見比べどんな場面で数値が上昇, 下降している

のか調査した.  

その結果, 飲んだ直後では一時的に呼気センサの値は上

昇することがわかり, 咀嚼中には値の急降下が見られた. 

これは口の中にまだアルコールが残っている最中にしゃ

べる, 咳をするなど行っていたためであると考えられる.   

4.4.2 酩酊度注意喚起条件の調査 
飲酒者の「普段飲酒後に後悔するか」についてのアン

ケートより, 自分が通常思っている酩酊度段階が, 後悔

した人は段階 4 が多く, 後悔しない人は 1～3 段階目が多

かったため幹事が飲酒者に注意を促す段階を 4 段階目と

決定した.  
――――――――――――――――――――――― 
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5.システム概要 

5.1 全体の構成 
アルコールマネージャーは, 各飲酒者の装着する呼気情

報取得デバイスから取得した呼気情報を, 幹事の持つ

Android 端末へ酩酊度として分類し表示・通知するシス

テムである. 使用に際して飲酒者はデバイスを装着して

いるだけでシステムを使用することができる.  

また, 幹事も『あるまね』を適宜確認するだけで各飲酒

者の酩酊度を一括で容易に把握することができ, 適切な

注意喚起をすることができる. 

 
 

 

 

 

 
図 4: 「アルコールマネージャー」の全体の構成 

5.2 呼気情報取得デバイス 
飲酒者が装着している呼気情報取得デバイスから, 呼気

情報を取得する. 取得した呼気情報は Raspberry Pi へ

Bluetooth によるシリアルポート通信を用いて送信され

る. Bluetooth 通信を採用した理由は, 後述の Raspberry 

Pi, Android 端末間通信での Bluetooth 通信と共用する

ことができるためである. 通信は常に維持されており, 

一定間隔で取得される呼気情報を随時送信する. 

5.3 Raspberry Pi 
呼気情報取得デバイスから受信した呼気情報を, 酩酊度

分類・保存した後, Android端末へ送信する.  

酩酊度分類処理では, 各飲酒者の呼気情報を酩酊度表に

て定義した酩酊度へと分類する. その際, 4.4.1 の結果

から判明した, 飲酒直後は呼気アルコール濃度が一時的

に上昇するということを踏まえて, 5 秒後の検出でも同

等以上の酩酊度が検出された場合のみ, Android 端末へ

送信する酩酊度とする.  決定した酩酊度のデータは飲酒

者別に Raspberry Pi へ保存される. その後, 酩酊度のデ

ータは Android 端末へ送信される. 送信手法には呼気情

報取得デバイスとの通信と同様に, Bluetooth を用いる. 

Bluetooth を採用した理由は, 多くの Android 端末に標

準搭載されていること, 同じく Android 端末に標準搭載

されていることの多い Wi-Fi と比較して省電力であるか

らである. 

5.4『あるまね』 
『あるまね』は Raspberry Pi 

から各飲酒者のデータを受信 
し,幹事に酩酊度の提示を行 

う. 『あるまね』通信部では 

Raspberry Pi と定期的にデー 

タの通信を行う. 『あるまね 

』通信部が Raspberry Pi へデ 

ータ要求を送信し, Raspberry  

Pi がそれに対応してデータを 

返信する. その際各飲酒者のデ 

ータは Raspberry Piで酩酊度 

分類, 結合されたものを一括で 

受信する. UI部では受け取った 

酩酊度を基に, 登録された飲酒 

者名の背景色を変更することに 

よって幹事に酩酊度の提示を行う. 酩酊度と背景色の関

係は右下のカラーチャートに対応している. 図 5 で宮林, 

濱川は 1 段階目, 三井は 2 段階目, 土井は 3 段階目, 岡

田は 4 段階目の酩酊度であると一括で確認できる. 一定

の酩酊度を超えた飲酒者を検出した場合, その飲酒者の

表示名色を変更すると同時にアラームを鳴らし, 幹事へ

飲み過ぎている人への注意喚起を促す.  

また, 酩酊度表ボタンから詳細な酩酊度表を確認するこ

ともできる.  

6.評価・考察 
飲み会を 3 回実施し, 幹事 5 名, 飲酒者 12 名(幹事:飲

酒者/2:5/2:4/1:3)でアルコールマネージャーの評価を行

なった.  

 

 

 

 

 
表 6:評価実験の結果 

 表 6 は, 行が飲酒者に飲み会後のアンケートで「後悔し

ているか否か」を, 列が「実際にシステムで通知があっ

たか否か」を示した表である. 対角要素に値が集中して

いれば, 酩酊度推定が正しく行えていることがわかる. 

実際 75% (9 人/12 人) の飲酒者が正しく酩酊度推定が行

えた. 

 また, 幹事からは「アプリ一括で確認が出来るので楽が

できる」, 「酩酊度の変化が目で見えてわかりやすい」

などの意見を得た. 

一方で「通知が弱い」, 「振動などをつけてわかりやす

くする必要がある」など端末を見ていない時の通知方法

に関して要望や指摘を得た. 実際システムから通知があ

ったにも関わらず幹事が注意喚起をしない場合も見受け

られた.   

7.展望 
評価結果より, 幹事が注意喚起しないことがあったため,

通知にウェアラブル端末を用いることで幹事はスマート

フォン, タブレットを監視することなく通知に気づくこ

とができる. また, 飲酒者から「通知のタイムングが遅

い」という意見があった. このことから, 酩酊度をより

細分化し, しきい値を見直すことで適切なタイミングで

の通知が行えると考える.  

飲酒者へのアンケートで「呼気情報取得デバイスは飲み

会に支障をきたしたか」に対し 44% が支障をきたしたと

回答した. 「頭を動かすと呼気情報取得デバイスも動い

てしまう」, 「呼気情報取得デバイスが耳にうまく装着

できない」という意見があり, 呼気情報取得デバイスを

頭に固定し, 頭を動かしてもデバイスは動かないように

改良する必要性がある. それにより, 呼気情報をより正

確に取得することができると考える. 
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